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＜発表の題目＞ 
世界都市関西のビジョンと戦略 

＜発表の概要＞ 
 現在、関西は構造改革の一環として都市再生等によって地域経済社会の再生が図られて

いる。しかし、関西は、バブル経済崩壊以降、東京一極集中化が加速する中で、中枢管理

機能の東京移転や生産機能の海外移転という二重の空洞化が進行し、地域活力や自己変革

力が弱体化しつつある危機的状況下にあり、抜本的な再生戦略が求められている。 
 本論では、20 世紀末から 21 世紀にかけて生じたわが国内外の構造変動を把握し、発展し

つつある東アジアの一員としてのわが国の外交戦略を展望しつつ、グローバ経済システム

に組み込まれた 20 世紀型世界都市東京を脱構築し、21 世紀型世界都市の先導モデルとなり

関西を創生していく創生戦略を提案した。 
 21 世紀の関西の創生戦略は、現在の危機的状況をバネにして、21 世紀における現在から 
近未来にかけて起こることが予想されるグローバルな社会経済の構造変動を的確に把握し、 
取り組むべき重点課題を抽出し、これらの課題を解決していく政策の方向性を打ち出し、 
合意すべき政策目標を明確にするものでなくてはならない。そして、その政策目標を実現 
していく戦略的方策と道筋を明確にしていく必要がある。 
 20 世紀末から 21 世紀にかけて、グローバルな国際社会では主権国家を中心的アクターと 
するインターステイト・システムが変動し、トランスナショナルな地域統合が進み、20 世 
紀型世界都市がコントロールしてきた欧米中心の覇権型世界システムの分極化・分権化も 
見られるようになってきた。 
 特に、東アジアでは、日本・中国・韓国とアセアン諸国の間で経済的相互依存関係が深 
まり自立的な経済圏が形成されてきており、この経済的相互依存関係の強化をベースに、 
政治的対話・協議を含む多角的な政策連携協議システムとなる東アジア共同体構想が推進 
されている。また、産業化による都市化社会の進展にともなって、共通した市民生活文化 
を有する都市中間階層が形成しつつある。 

20 世紀型世界都市東京は欧米主導のグローバリゼーションのアジア拠点であったのに対 
して、21 世紀型世界都市関西は、現実的な政策課題となってきた東アジア共同体の中に位

置づけられ、東アジア共同体構想の推進拠点となり、欧米主導のグローバリゼーションを

脱構築していくグローバル・ガバナンスの拠点となることが求められており、新しい『開

かれた公正で活力ある 21 世紀型世界都市』を構築していくことが求められている。 
この新しい 21世紀型世界都市はアジア諸国の中で最も西欧近代化が進み市民社会が発展 



しているわが国における日本型成熟社会の先導モデルであるとともに、東アジア共同体の

推進拠点ともなるので、東アジア共同体に属することになる市民が共有できるアジア的価

値が優越するアジア型市民社会の先導モデルともなるものでなくてはならない。 
アジア型市民社会の先導モデルともなる日本型成熟社会は、西欧近代化の延長上にある 

市民社会モデルではなく、東アジアの一員として、東アジアの文明的・文化的伝統を受け

継ぎつつ、『多文化共生・環境共生・脱国家主義の価値が優越する自由で豊かな市民社会』

であり、東アジアの市民が共有できる政策目標でなくてはならない。 
この政策目標は『世界に開かれた公正な活力ある市民社会』であり、世界都市関西の創 

生戦略は、次のような社会を実現していく先導モデルを構築していくことである。 
①自由で公正な社会の構築である。官民の公共性が再構築されて公と私の中間領域に市

民的公共空間が形成され、公正な機会と多様な選択が確保され、個人の自由な潜在的

能力の開発が保証され、自由に自己実現の追及ができる。 
②個人と社会のダイナミズムが社会に組み込まれ、多様な中間集団が形成され、多様

な市民のボランタリー・ネットワークが存在し、ミクロマクロ・ループが創発し、

個人と社会が不断に自己変革していく。 
③異質な文化や人材を受け入れ価値創造力を不断に再生していくことであり、新産

業・科学技術・芸術文化の創造であり、教育文化や伝統文化を再創造することで、

物質的豊かだけでなく精神的豊かさを創造していく。 
このような市民社会を実現していくには、関西はエンパワメントして現状の地域社会

を自ら変革し、日本型成熟社会へ転換し、東アジア共同体と発展ポテンシャルを共有し、

21 世紀型世界都市の創生要件を充たさなくてはならない。また、1600 万大都市圏を内包

する関西はカナダ一国にも相当する経済的ポテンシャルや文化的ポテンシャルを拡充し

て、東アジアにおける他の 1000 万都市と新しい世界都市ネットワークを形成し、その一

つの極となる必要がある（図 10-3 世界都市関西創生戦略のスキーム 参照）。 
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